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第
五
章

作
付
面

積
か
ら
み
た

農
産
物
の

推
移

は
じ

め
に

第
一
章
か
ら
第
四
章
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
本
村
の
産
業
は
、
畑
作
、
養
蚕
を
中
心
と
し
た
農
業
及
び
林
業
が
主
で
あ
る
こ
と
が
判

明
し
た
。
し
か
し
、
よ
り
詳
細
に
み
て
い
く
と
、
た
と
え
ば
、
養
蚕
業
が
昭
和
四
十
年
代
初
頭
に
消
滅
し
た
よ
う
に
、
時
代
的
に
、
そ
の

盛
衰
に
は
、
大
き
な
も
の
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
畑
作
に
お
い
て
も
明
治
期
の

麦
、
雑
穀
類
、
戦
後
の
疏
菜
な
ど
栽
培
作
物
に
移
り
変
わ

り
が
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
章
で
は
、
畑
作
物
の
作
付
面
積
の
増
減
を
指
標と

し
て
、
鳴
沢
村
農
業
の
明
治
中
期
か
ら
現
在
ま
で
の
移

り
変
わ
り
の
あ
と
を
み
て
い
き
た
い
。
論
点
を
絞
り
こ
ん
だ
た
め
記
述
が
非
常
に
細
か
く
な
っ
た
点
を
お
断
り
し
て
お
く
。

明
治
三
十
二
年
か
ら
昭
和
六
十
年
ま
で
の
畑
作
物
作
付
面
積
の
推
移
を
示
し
た
第
七
図
に
よ
れ
ば
、

八
十
五
年
間
の
推
移
は
次
の
四
つ

に
時
期
区
分
で
き
る
だ
ろ
う
。
即
ち
、
ア
ワ
の
作
付
が
他
の
農
産
物
の
作
付
を
大
き
く
上
回
り
、
明
治
四
十
年
に
は
八
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

と
ピ
ー
ク
に
達
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
急
激
に
減
少
し
て
い
く
、

明
治
三
十
二
年
か
ら
大
正
十
二
年
ま
で
を
第
一
期
と
す
る
。

第
二
期

は
、
そ
れ
ま
で
圧
倒
的
な
作
付
面
積
で
あ
っ
た
ア
ワ
が
、
ピ
ー
ク
時
の
半
分
以
下
の
面
積
に
急
減
し
、
そ
れ
に
か
わ
っ
て
、
大
麦
・
小

麦
・
馬
鈴
薯
の
作
付
面
積
が
、

年
を
追
う
ご
と
に
漸
増
し
て
い
く
大
正
十
二

年
か
ら
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
昭
和
十
六
年
ま
で
と
す
る
。

そ
し
て
、
第
三
期
は
、
戦
争
を
は
さ
ん
で
、
昭
和
十
六
年
か
ら
同
三
十
六
年
ま
で
と
す
る
。
即
ち
、
こ
の
時
期
に
は
、
作
付
が
ふ
え
る
傾
向
に
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あ
っ
た
大
麦
・
小
麦
の
面
積
が
急
減
し
、

M

O

H

そ
れ
ら
と
対
照
的
に
、

昭
和
十
八
年
か
ら

同
二
十
年
に
か
け
て
、
ソ
バ
の
作
付
が
増

加
し
、
年
ご
と
に
ふ
え
る
傾
向
に
あ
っ
た

馬
鈴
薯
が
、
昭
和
二
十
二

年
に
六

九
・

九
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、
ピ
ー
ク
に
達
す
る
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
伸
び
も
一
時
的
で
、

二
年
足
ら
ず
で
急
減
す
る
。
昭
和
三

十
二

年
ソ
バ
が
第
二
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
が
、

同
三
十
六
年
再
び
減
少
し
て
い
る
。
第
四

期
は
、

昭
和
三
十
六
年
か
ら
同
六
十
年
ま

で
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
特
色
は
、
第
七

図
か
ら
も
よ
み
と
れ
る
よ
う
に
、
キ
ャ
ベ

ツ
の
作
付
面
積
が
他
の
農
作
物
の
作
付
面

積
を
圧
倒
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

こ
の
四
つ
の

時
期
を
詳
細
に
分
析
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
本
村
農
業
生
産
の
変
遷

5
0 0

1
8 01 2

h a

4
0

2 0
を
み
て
い
き
た
い
。
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明
治
三
十
二

年
か
ら
大
正
十
二

年

明
治
三
十
二
年
か
ら
大
正
十
二
年
の
第
一
期
二
十
四
年
の
農
産
物
作
付
面
積
の
推
移
を
、
前
掲
第
七
図
を
も
と
に
詳
細
に
検
討
し
て
み

る
と
、

面
積
の
変
動
、
例
え
ば
、
ア
ワ
の
よ
う
に
作
付
面
積
が
広
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
十
年
た
ら
ず
の
間
に
半
減
し
て

い
る
作

物
、
そ
ば
の
よ
う
に
、
作
付
面
積
が
一
気
に
倍
加
す
る
が
、
二

年
で
半
減
以
下
に
な
る
作
物
な
ど
作
物
グ
ル
ー
プ
を
指
摘
で
き
る
。
多
少

の
増
減
等
も
あ
る
が
本
村
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
農
作
物
を
作
付
面
積
を
指
標
と
し
て
、

個
々
に
詳
細
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
ア
ワ
に
つ
い
て
年
を
追
っ
て
み
て
い
く
と
、
明
治
三
十
二
年
六
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
っ
た
作
付
け
が
、
同
三
十
四
年
に
は
、
八

十
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
増
加
し
、
さ
ら
に
、

同
四
十
年
に
は
、
八
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
ピ
ー
ク
に
達
す
る
。
し
か
し
、
翌
年
以
降
漸
減
に
転
じ
、

同
四
十
四
年
七
十
三

へ
ク
タ
ー
ル
に
減
少
、
大
正
二
年
に
は
、

わ
ず
か
な
が
ら
で
は
あ
る
が
、

増
加
し
て
七
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
回
復
し
た
の
は
こ
れ
限
り
で
あ
り
、
再
び
減
少
傾
向
と
な
る
。
そ
の
際
、
注
意
し
た
い
の
は
、
減
少
の
傾
向
が
坂
を
こ
ろ

が
り
落
ち
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
て
、

階
段
を
お
り
て
い
く
よ
う
な
形
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

大
正
四
～
六

年、
大
正
八

年
～

十
年
と
、
作
付
面
積
は
一
定
で
あ
り
、
大
正
十
年
を
過
ぎ
て
か
ら
は
、
作
付
面
積
は
急
減
す
る
。
昭
和
二
年
に
は
、
三
十
五
へ
ク

タ
ー
ル
と
、
二
十
年
の
間
に
半
分
以
下
に
ま
で
減
っ
て
し
ま
う
。

減
少
す
る
傾
向
に
は
あ
っ
て
も
、
大
正
十
年
ま
で
は
、

他
の
作
物
の
作

付
を
大
き
く
引
き
離
し
て
お
り
、

本
村
農
業
に
お
い
て
比
重
が
高
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
本
村
に
は
周
知
の
通
り
、
村
内
に
は
河
川
や
湖

沼
が
全
く
存
在
せ
ず
、
水
田
は
皆
無
で
あ
り
、
畑
作
中
心
の
農

業、
と
り
わ
け
、
明
治
三
十
二
年
か
ら
大
正
十
二

年
ま
で
は
あ
わ
の
生
産

が
、
本
村
農
業
の
中
心
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
明
治
四
十
年
の
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
た
後
の
作
付
面
積
の
減
少
に
伴
っ
て
、
他
の
農
作
物
の

作
付
面
積
の
増
加
が
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
何
ら
か
の
産
業
の
発
展
の
き
ざ
し
と
考
え
ら
れ
る
。
私
の
見
方
で
は
養
蚕
と
林
業
で
は
な
い
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だ
ろ
う
か
。

次
に
、
そ
ば
の
作
付
面
積
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。
前
掲
第
七
図
を
み
て
目
に
つ
く
こ
と
は
、
明
治
三

十
二
年
に
三

十

八
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
作
付
面
積
が
、
同
三
十
四

年、
一
気
に
八
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
倍
加
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
三
十
八
年
に
は
二

十
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、
明
治
三
十
四
年
の
作
付
面
積
の
四
分
の
一
に
ま
で
急
減
し
、

同
四
十
年
に
は
十
三

へ
ク
タ
ー
ル
と
減
少
し
て
い
る
。

同
四
十
二
年
に
は
、
作
付
面
積
は
、

上
向
き
に
転
じ
、

同
四
四
年
二
十
五
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
大

正
二

年
三
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

同
四
年
に
は
四

十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、
明
治
三
十
二
年
の
作
付
面
積
と
同
じ
水
準
に
ま
で
回
復
し
、

同
六
年
に
は
、

四
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
わ
ず
か
な
が
ら

減
少
し
、
三
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
減
少
す
る
同
十
二
年
ま
で
作
付
面
積
に
変
動
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
ソ
バ
は
、
前
掲
第
七
図
を

み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
図
中
の
他
の
農
作
物
と
比
較
し
て
作
付
面
積
の
増
減
の
変
動
が
激
し
く
複
雑
な
動
き
を
し
て
い
る
の
が
、

ハ
ッ

キ
リ
と
読
み
と
れ
る
と
思
う
。

次
に
、

小
麦
の
作
付
面
積
の
変
動
に
つ
い
て
、

前
掲
第
七
図
に
よ
り
検
討
し
て
い
く
と
、
明
治
三
十
六
年
か
ら
同
四
十
年
ま
で
四
十
二

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
っ
た
も
の
が
、
同
四
十
二
年
に
は
、
二
十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
半
減
し
、
同
四
十
四
年
に
は
さ
ら
に
減
少
し
、
二
十
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。
大
正
期
に
な
っ
て
、
同
四
年
に
至
っ
て
も
減
少
傾
向
は
つ
づ
き
、
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
傾

向
は
同
八
年
ま
で
続
き
同
十
年
に
は
、
二
十
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
回
復
し
、

同
十
二
年
に
は
、
二
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、
わ
ず
か
な
が
ら
で

は
あ
る
が
、

作
付
面
積
は
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
。

次
に
、

大
麦
の
作
付
面
積
の
変
動
に
つ
い
て
、
詳
細
に
み
て
い
き
た
い
。
大
麦
の
作
付
面
積
は
、
明
治
三
十
六
年
か
ら
同
四
十

年
ま

で
、
三
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
一
定
で
あ
っ
た
も
の
が
、
同
四
十
二
年
に
三
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
同
四
十
四
年
に
五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、
四

年
間
で
、
約
一
・
五
倍
に
増
加
し
て
い
る
。
大
正
二
年
～
四
年
に
か
け
て
も
五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
一
定
で
あ
っ
た
が
、
大
正
六
年
か
ら

は
、
減
少
し
は
じ

め
、

同
六
年
四
十
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

同
八
年
四
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

同
十
年
、
三
十
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、

明
治
三
十
六
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年
と
同
じ
水
準
に
も
ど
っ
て
し
ま
っ
た
。
大
正
十
二

年
に
は
四
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
回
復
し
て
い
る
。

次
に
、
大
豆
の
作
付
面
積
の
変
動
に
つ
い
て
詳
細
に
み
て
い
き
た
い
。
明
治
三

十二
年
、
二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
っ
た
作
付
面
積
は
、

同
三
十
四
年
二
十
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

同
三
十
六
年
に
は
三
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
漸
増
し
た
が
、

同
三
十
八
年
二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、

同
三
十

二
年
と
同
じ
水
準
に
ま
で
減
少
す
る
が
、
同
四
十
年
二
十
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
回
復
し
、
四
十
四
年
二
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
大
正
六
年
三
十

五
ヘ
ク
タ
ー

ル、
同
八
年
に
は
、
四
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、
約
二
十
年
問
で
二
倍
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

大
正
八
年
を
ピ
ー
ク
に
、

大
豆
の
作
付
面
積
は
減
少
に

転
じ
て
、

同
十
年
四
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
同
十
二

年
三
十
八

へ
ク
タ
ー
ル
と
わ
ず
か
な
が
ら
で
は
あ
る
が
、

減

少
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

次
に
馬
鈴
薯
の
作
付
面
積
の
変
動
に
つ
い
て
詳
細
に
み
て
い
き
た
い
。

明
治
三
十
二
年
三
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
っ
た
作
付
面
積
は
、

同
三
十
四
年
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、

約
三

分
の
一
に
減
少
す
る
。
し
か
し
、

同
三

十
八
年
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
一
旦
は
回
復
す
る
が
、

同
四

十
年
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
再
び
減
少
す
る
。
同
四
十
四
年
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
増
加
し
、
大
正
四
年
ま
で
作
付
面
積
は
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

一
定
で
あ
る
。
同
六
年
か
ら
八
年
に
か
け
て
、
作
付
面
積
が
急
増
し
、
四
年
間
で
倍
化
し
、
大
正
八
年
に
は
三
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
ま
で
増

加
す
る
。
同
十
二
年
に
は
四
十
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
り
、
作
付
面
積
は
、
今
後
さ
ら
に
増
加
し
て
い
く
傾
向
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

最
後
に
、

鳴
沢
菜
の
作
付
面
積
の
変
動
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

前
掲
第
七
図
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
作
物
の
作
付
面
積

は
他
の
作
物
の

作
付
面
積
と
比
較
し
て
、
一
番
小
さ
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る

(
明
治
三
十
六
年
は
例
外
で
あ
る
)。

そ
れ
と
と
も
に
、

第

七
図
を
み
て
目
に
つ
く
こ
と
は
、
明
治
四
十
二
年
か
ら
大
正
十
二
年
ま
で
、
大
き
な
変
動
が
な
く
、
作
付
面
積
が
、
一
定
で
あ
る
点
で
あ

る
。
明
治
三
十
二
年
二
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
っ
た
作
付
面
積
は
、
明
治
三
十
六
年
に
は
、
約
五
倍
の
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
ま
で
増
加
す

る
が
、
明
治
三
十
八
年
に
は
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
明
治
四
十
二
年
に
は
、
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
明
治
四
十
四
年
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
大
正
二
年
四

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
大
正
六
年
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
大
正
十
年
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
大
正
十
二
年
四
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
明
治
四
十
四
年
か
ら
大
正



十
二
年
ま
で
は
、
ほ
ぼ
一
定
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
に
、

明
治
三
十
二

年
か
ら
大
正
十
二
年
ま
で
の
本
村
に
お
け
る
農
作
物
作
付
面
積
の
推
移
を
前
掲
第
七
図
に
よ
り
詳
細
に

検
討
し
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
農
作
物
は
細
部
で
は
多
少
の
増
減
も
あ
る
が
、
以
下
の
よ
う
に
「
類
型
」
化
を
試
み
て
み
た
い
。

1 )
他
の
作
物
よ
り
も
作
付
面
積
が
群
を
抜
い
て
広
い
が
、
年
ご
と
に
漸
減
し
て
い
く
作
物
。
こ
の
場
合
は
あ
わ
が
、
こ
の
型
と
見
な
す

こ
と
が
で
き
よ
う
。

)( 2
一
時
的
に
作
付
が
増
大
す
る
が
、
す
ぐ
に
激
減
し
、
作
付
が
安
定
せ
ず
、
複
雑
な
動
き
を
み
せ
る
作
物
。
こ
の
場
合
は
そ
ば
・
小
麦

が
こ
の
型
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

)( 3
多
少
の
変
動
は
あ
る
が
、
作
付
面
積
の
上
下
は
激
し
く
な
く
、
む
し
ろ
作
付
面
積
が
漸
増
傾
向
に
あ
る
作

物
。
こ
の
場
合
は
、
大
麦

・
大
豆
・
馬
鈴
薯
を
こ
の
型
と
区
分
で
き
よ
う
。

(④
多
少
の
変
動
は
あ
る
が
、
作
付
面
積
が
ほ
と
ん
ど
一
定
で
、
大
き
な
変
動
は
見
ら
れ
な
い
作
物
。
こ
の
場
合
に
は
、
鳴
沢
菜
が
こ
の

型
と
区
分
で
き
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
四
つ
の
「
類
型
」
に
区
分
を
試
み
た
が
、
こ
の
類
型
が
、
第
二
期
以
降
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
か
、
第
二
節

で
、

ま
た
検
討
し
て
い
き
た
い
。

大
正
十
二

年
か
ら

昭
和
十

六
年

こ
こ
で

は
、
大
正
十
二

年
か
ら
昭
和
十
六
年
ま
で
の
第
二
期
十
八
年
間
の
農
作
物
作
付
面
積
の
推
移
を
前
掲
第
七
図
に
よ
っ
て
詳
細
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。
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こ
の
時
期
の
農
作
物
の
作
付
面
積
を
み
て
、
ま
ず
、
目
に
つ
く
こ
と
は
、
第
一
期
の
ア
ワ
や
ソ
バ
の
よ
う
に
八
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の

作
付
け
を
し
て
い
る
農
作
物
が
存
在
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
こ
の
時
期
の
前
半
、
つ
ま
り
、
大
正
十
二
年
か
ら
昭
和
六
年
ま
で

は
、
鳴
沢
菜
を
除
い
て
、
作
付
面
積
は
変
動
が
な
い
か
、
あ
る
い
は
減
少
傾
向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
、
昭
和
二
年
か
ら

同
四
年
に
か
け
て
、
ア
ワ
、

大
豆、

ソ
バ
、

小
麦
の
作
付
面
積
が
軒
並
み
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
昭
和
恐
慌
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
。

第
一
期
と
同
様
に
第
二
期
で
も
、
農
作
物
の
作
付
面
積
の
推
移
に
よ
っ
て
、
い
く
つ
か
の
作
物
グ
ル
ー
プ
に
、
分
け
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
と
考
え
る
。
前
掲
第
一
図
に
よ
っ
て
、

個
々
の
作
物
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
あ
わ
に
つ
い
て
、
そ
の
作
付
面
積
の
推
移
を
追
っ
て
い
く
と
、
大
正
十
二
年
四
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
っ
た
作
付
面
積
は
、
さ

ら
に
減
り
、
大
正
十
四
年
に
は
、
三
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
四
年
か
ら
昭
和
十
年
ま
で
は
、
三
十
一
～
三
十
五
ヘ
ク
タ

ー
ル
と
、
大
き
な
変
動
は
な
い
。
昭
和
十
二
年
に
は
四
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
作
付
面
積
は
上
向
き
に
な
り
か
け
た
が
、
二
十
九
ヘ
ク
タ
ー
ル

と
減
少
し
、

昭
和
四
年
の
水
準
に
ま
で
急
減
す
る
。
昭
和
十
六
年
に
は
再
び
、

作
付
面
積
が
四
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
回
復
し
て
い
る
。
し

か
し
、
昭
和
十
六
年
以
降
、
あ
わ
の
作
付
は
年
を
追
う
ご
と
に
漸
減
し
て
い
く
傾
向
に
あ
る
。

次
に
、
そ
ば
の
作
付
面
積
の
推
移
に
つ
い
て
、

詳
細
に
年
を
追
っ
て
み
て
い
く
と
、
大
正
十
二

年
三
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
大
正
十
四
年

～
昭
和
二
年
に
は
、
三
十
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、

お
お
む
ね
安
定
し
て
い
た
。
し
か
し
昭
和
二
年
か
ら
昭
和
四
年
に
か
け
て
は
、
三
十
へ
ク

タ
ー
ル
に
ま
で
、
作
付
面
積
は
減
少
す
る
が
、

昭
和
六
年
に
は
、

大
正
十
四
年
～
昭
和
二
年
の
作
付
面
積
の
水
準
に
ま
で
回
復
す
る
。
昭

和
六
年
に
は
三
十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
同
八
年
に
は
、
三
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
同
十
年
に
は
、
三

十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
同
十
二
年
に
は
三
十

二
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、
昭
和
六
年
か
ら
同
十
二
年
ま
で
は
、
多
少
の
増
減
は
あ
る
が
、
大
き
な
変
動
は
な
く
安
定
し
た
作
付
が
行
わ
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
同
十
四
年
に
は
二
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
や
や
減
少
す
る
が
、
同
十
六
年
に
は
、
四
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
同
十
四
年

と
比
較
し
て
一
・
五
倍
に
作
付
面
積
は
増
え
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
み
て
、
ソ
バ
の
作
付
け
は
第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
な
複
雑
な
動
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き
は
、
第
二
期
で
は
し
て
い
な
い
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。

次
に
、
小
麦
の
作
付
面
積
の
推
移
を
み
て
い
き
た
い
。
小
麦
の
作
付
面
積
は
大
正
十
二

年
二

十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
大
正
十
四
年
二
十
三

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
昭
和
二
年
二
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
昭
和
四
年
二
十
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
昭
和
六
年
二
十
・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、
第
二
期
の
当

初
は
、
大
き
な
変
動
は
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
昭
和
八
年
に
は
、
三
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
増
加
し
、
さ
ら
に
、
昭
和
十
年
に
は
、
四
十

六
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、
一
気
に
倍
加
す
る
が
、
昭
和
十
二
年
に
は
四
十
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、
や
や
減
少
す
る
。
昭
和
十
四
年
に
は
、

四
十
二
・
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
回
復
し
、
昭
和
十
六
年
に
は
五
十
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
ま
で
増
加
し
て
い
る
。
第
二
期
の
小
麦
の

作
付
面
積

は
、
大
正
十
二
年
～
昭
和
六
年
ま
で
は
大
き
な
変
動
は
な
く
、
一
定
の
作
付
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
八
年
以
降
、
多
少
の
減
少
は
あ

る
が
、
総
じ
て
増
加
傾
向
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

次
に
、
大
麦
の
作
付
面
積
の
推
移
を
み
て
い
き
た
い
。
大
麦
の
作
付
面
積
は
、
大
正
十
二

年
四
十
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

大
正
十
四
年
四

十
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
昭
和
二
年
四
十
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
昭
和
四
年
四
十
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
昭
和
六
年
四
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、
第
二
期
当

初
に
は
大
き
な
変
動
は
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
昭
和
八
年
に
は
、
四
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

昭
和
十
年
四
十
四
・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

昭
和

十
二
年
四
十
八
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
昭
和
十
四
年
五
十
五
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
昭
和
十
六
年
六
十
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
漸
増
し
て
い
く

傾

向
に
あ
る
。
大
麦
の
作
付
面
積
は
第
二
期
に
お
い
て
は
、
一
番
大
き
く
、
そ
れ
だ
け
比
重
が
高
か
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

次
に
、
大
豆
の
作
付
面
積
の
推
移
を
み
て
い
き
た
い
。
大
豆
の
作
付
面
積
は
、
大
正
十
二
年
三
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
大
正
十
四
年
三
十

七
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
昭
和
二

年
三
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、

第
二
期
当
初
の
六
年
間
に
は
大
き
な
変
動
は
な
く
、

作
付
面
積
に
は
ほ
と
ん
ど
増

減
が
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
昭
和
四
年
か
ら
、
作
付
面
積
は
減
少
を
し
は
じ
め
、
同
年
に
は
、
三
十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
昭
和
六
年
に

は
、
十
四
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
半
減
し
て
い
る
。
昭
和
八
年
に
は
十
四
・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
回
復
す
る
が
、
昭
和
十
年
に
は
、
十
四
・
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
再
び
減
少
に
転
じ
て
い
る
。
昭
和
十
二
年
か
ら
十
四
年
に
か
け
て
二
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
増
加
す
る
が
、
昭
和
十
六
年
に
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は
二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
減
少
し
て
い
る
。

次
に
、

馬
鈴
薯
の
作
付
面

積
の
推
移
を
み
て
い
き
た
い
。
馬
鈴
薯
は
、
大
正
十
二
年
か
ら
昭
和
四
年
に
か
け
て
、
作
付
面
積
に
大
き
な

変
動
は
み
ら
れ
ず
、
四
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
前
後
で
一
定
し
て
い
る
。
昭
和
六
年
、
三
十
二
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
減
っ
た
後
、
再
び
、

増
加
へ

転
じ
、

昭
和
八
年
三
十
三
・
五
ヘ
ク
タ
ー

ル、
昭
和
十
年
三
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

昭
和
十
二
年
四
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

昭
和
十
四
年
四
十

三
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
昭
和
十
六
年
四
十
四
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
漸
増
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
と
思
う
。

最
後
に
、
鳴
沢
菜
の
作
付
面
積
の
推
移
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
鳴
沢
菜
の
作
付
面
積
は
、
第
一
期
と
同
じ
傾
向
で
、
大
正
十
二
年

四
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
大
正
十
四
年
四
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
昭
和
二
年
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
変
動
は
な
い
。
昭
和
四

年
に
は
、
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
倍
加
し
、
昭
和
六
年
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
昭
和
八
年
九
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
昭
和
十
年
七
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

昭
和
十
二
年
七
・
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
昭
和
十
四
年
八
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、
昭
和
二
年
か
ら
四
年
に
か
け
て
は
、
作
付
面
積
が
ほ
ぼ
、

倍

に
な
っ
て
い
る
が
、

全
体
的
に
み
て
、

作
付
面
積
は
、

他
の
作
物
の
よ
う
な
大
き
な
変
動
が
、

第二
期
の
鳴
沢
菜
に
は
み
ら
れ
な
い
こ
と

が
い
え
よ
う

。

以
上
の
よ
う
に
、

大
正
十
二

年
か
ら
昭
和
十
六
年
ま
で
の
本
村
に
お
け
る
農
作
物
作
付
面
積
の
推
移
を
前
掲
第
七
図
を
も
と
に
詳
細
に

み
て
き
た
が
、

第
一
期
と
同
様
に
、

第
二

期
に
お
い
て
も
、
「
類
型
」

化
を
試
み
て
み
た
い
。

)( 1
作
付
面
積
に
多
少
の
変
動
は
あ
る
が
、

年
ご
と
に
作
付
面
積
が
漸
増
し
て
い
く
作
物
。
こ
の
場
合
は
、
大
麦
・
馬
鈴
薯
が
こ
の
型
と

み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

(②
第
二
期
半
ば
以
降
に
、

作
付
面
積
が
倍
加
し
て
い
る
作
物
。
こ
の
場
合
は
小
麦
が
こ
の
型
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

( 3同
作
付
面
積
が
一
時
的
に
減
少
す
る
が
、
再
び
回
復
す
る
傾
向
に
あ
る
作
物
。
こ
の
場
合
は
大
豆
が
こ
の
型
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ

ら
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④(
第
二
期
前
半
に
は
、

作
付
面
積
に
大
き
な
変
動
は
な
い
が
、
後
半
に
な
っ
て
増
減
が
目
立
っ
て
く
る
作
物
。
こ
の
場
合
あ
わ
・
そ
ば

を
こ
の
型
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

⑤
多
少
の
変
動
は
あ
る
が
、
作
付
面
積
が
ほ
と
ん
ど
一
定
で
、
大
き
な
変
動
は
見
ら
れ
な
い
作
物
。
こ
の
場
合
に
は
、
鳴
沢
菜
が
こ
の

型
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、

第
二
期
で
は
五
つ
の
「
類
型
」
に
変
化
し
て
い
る
。

第
二
期
で
は
、
大
麦
や
馬
鈴
薯
の
漸
増
傾
向
が
目
に
つ
く
が
、

こ
れ
は
、
戦
時
体
制
の
中
で
の
食
糧
増
産
に
関
係
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
第
一
期
と
第
二
期
と
で
、
同
じ
よ
う
な
「
類

型
」
の
作
物
に
鳴
沢
菜
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
期
以
降
、
こ
の
五
つ
の
「
類
型
」
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く

か
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

昭
和
十

六
年
か
ら

昭
和
三

十
六
年

昭
和
十
六
年
か
ら
昭
和
三
十
六
年
ま
で
の
第
三
期
二
十
年
間
の
農
作
物
作
付
面
積
の
推
移
を
前
掲
第
七
図
に
よ
っ
て
詳
細
に
検
討
す

る
。こ
の
時
期
の
農
作
物
作
付
面
積
を
み
て
目
に
つ
く
こ
と
は
、

昭
和
十
八
年
か
ら
昭
和
二
十
二
年
に
か
け
て
は
、
馬
鈴
薯
・
ソ
バ
・
大

豆
・
小
麦
の
作
付
面
積
が
ピ
ー
ク
に
達
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
馬
鈴
薯
の
伸
び
が
著
し
く
、

昭
和
二

十
二
年
に
は
、
六
十
九
・

九
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、
他
の
作
物
よ
り
も
と
び
ぬ
け
て
作
付
面
積
が
ふ
え
て
い
る
点
で
あ
る
。
し
か
し
、

昭
和
二
十
二
年
か
ら
昭
和
二
十
六

年
に
か
け
て
、
こ
れ
ら
の
農
作
物
の
作
付
面
積
は
急
減
し
て
い
る
。
中
で
も
、
馬
鈴
薯
・
ソ
バ
の
急
減
が
目
に
つ
く
。
詳
細
に
み
て
み
る

と
、
ソ
バ
・
大
豆
・
小
麦
の
作
付
面
積
が
急
減
し
た
時
と
、
馬
鈴
薯
の
作
付
面
積
が
急
減
し
た
時
と
に
は
ズ
レ
が
あ
り
、
馬
鈴
薯
の
作
付
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面
積
が
急
増
し
た
昭
和
二

十
二

年、
そ
ば
・
大
豆
・
小
麦
・
あ
わ
の
作
付
面
積
は
、
い
ず
れ
も
急
激
に
減
少
し
、
と
り
わ
け
そ
ば
・
あ
わ

は
、
昭
和
二
十
年
の
作
付
面
積
と
比

較
し
て
、
三
分
の
一
に
、
大
豆
は
半
分
近
く
に
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
終
戦
直
後
の
劣
悪
な
食

糧
事
情
を
反
映
し
て
、
馬
鈴
薯
の
作
付
面
積
が
増
加
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
作
付
面
積
が
急
減
し
た
ソ
バ
は
そ
の
後
、
も
う
一
度

大
き
な
変
動
を
し
て
い
る
。
第
一
期
に
広
大
な
作
付
面
積
で
あ
っ
た
あ
わ
は
、
昭
和
二
十

年、
二
十
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
回
復
し
た
が
、
そ

の
後
、

漸
減
に
転
じ
、
昭
和
三
十
六
年
に
は
、

わ
ず
か
〇
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
ま
で
減
少
し
て
い
く
。

個
々
の
作
物
の
作
付
面
積
の
推
移
を
検
討
し
、
本
村
農
業
の
変
遷
は
ア
ワ
に
つ
い
て
、
そ
の
作
付
面
積
の
推
移
を
追
っ
て
い
く
と
、

昭

和
十
六
年
四
十
二
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
っ
た
作
付
面
積
は
、
昭
和
十
八
年
二
十
三
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
半
分
近
く
ま
で
減
少
し
て
い

る
。
昭
和
二
十
年
に
は
、
二
十
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
一
時
的
に
回
復
す
る
が
、
昭
和
二
十
二
年
に
は
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
一
気
に
四
分
の
一
近

く
減
少
し
て
し
ま
う
。
昭
和
二
十
四

年、
十
六
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
再
び
回
復
す
る
が
、
昭
和
二
十
六
年
十
五
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

昭
和

二
十
八
年
十
四
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
昭
和
三
十
年
十
二
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

昭
和
三
十
二
年
十
一
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

昭
和
三
十
四
年

十
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
漸
減
し
て
い
く
傾
向
に
か
わ
り
、
昭
和
三
十
六
年
に
は
、
わ
か
ず
〇
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
ま
で
作
付
面
積
は
激
減

し
て
い
る
。
第
一
期
に
お
い
て
は
、
他
の
作
物
を
圧
倒
す
る
作
付
け
が
さ
れ
て
い
た
ア
ワ

も
、

昭
和
三
十
年
代
に
入
る
と
、
そ
の
急
減
ぶ

り
は
著
し
く
、

本
村
農
業
経
営
の
一
大
転
換
期
が
き
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

次
に
、
ソ
バ
の
作
付
面
積
の
推
移
に
つ
い
て
年
を
追
っ
て
詳
細
に
分
析
し
た
い
。

第
二
期
に
は
大
き
な
変
動
が
あ
ま
り
み
ら
れ
な
か
っ

た
ソ
バ
も
、
第
三
期
に
入
る
と
、
第
一
期
と
同
じ
よ
う

な
、
大
き
な
変
動
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

昭
和
十
六
年
、
四
十
五
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
っ
た
作
付
面
積
は
昭
和
十
八
年
三
十
五
・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
昭
和
二
十
年
五
十
六
・
九

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
増
減
を
繰
り
返
し
た

後、
昭
和
二
十
二
年
十
八
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
三
分
の
一
近
く
に
ま
で
一
気
に
減
少
し
て
い
る
。
ソ

バ
の
作
付
面
積
は
、
そ
の
後
、
さ
ら
に
減
少
を
つ
づ
け
、
昭
和
二
十
四
年
十
二
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
昭
和
二
十
六
年
十
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
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と
、
六
年
間
で
作
付
面
積
は
約
五
分
の
一
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
昭
和
二
十
八
年
に
は
、
二
十
六
・
九
ヘ
ク
タ
ー

ル、
昭
和
三
十
年

に
は
、
四
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
昭
和
三

十
二
年
に
は
、
五
十
四
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、

急
速
に
回
復
し
て
い
る
。
昭
和
三
十
四
年
に
は
、
再

び
減
少
に
転
じ
、
四
六
・
七
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
昭
和
三
十
六
年
に
は
、
二
十
一
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、
四
年
の
間
に
半
減
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ソ
バ
の
作
付
面
積
は
、
第
一
期
と
同
じ
よ
う
な
大
き
な
変
動
を
、

第
三
期
に
お
い
て
も
繰
り
返
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
、

小
麦
の
作
付
面
積
の
推
移
に
つ
い
て
、
年
を
追
っ
て
詳
細
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

昭
和
十
六
年
五
十
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
っ
た
作
付
面
積
は
、
昭
和
十
八
年
、

五
十
三
・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、

増
加
し
た
が
、
昭
和
二

十
年
に
は
、

四
十
四
・
二
ヘ
ク
タ
ー

ル
、

昭
和
二
十
二

年
三
十
六
・
六

・

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
減
少
に
転
じ
た
、

昭
和
二
十
四
年
に
は
、
三
十

九
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
回
復
す
る
が
、
昭
和
二
十
六

年、
二
十
八
年
と
も
三
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
大
き
な
変
化
は
な
い
。
昭
和
三
十
年
に

は
、
三
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、
減
少
す
る
が
、

昭
和
三
十
二
年
に
は
、
四
十
三
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
再
び
回
復
す
る
。
昭
和
三
十
四
年
に

三
十
三
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
昭
和
三
十
六
年
に
は
、
三
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
再
度
、
減
少
す
る
傾
向
へ
と
変
わ
っ
て
い
る
。

次
に
、

大
麦
の
作
付
面
積
の
推
移
に
つ
い
て
年
ご
と
に
み
て
い
き
た
い
。

昭
和
十
六
年
六
十
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
っ
た
作
付
面
積
は
、
昭
和
十
八
年
三
十
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
一
気
に
半
減
し
て
い
る
。
昭
和

二
十
年
三
十
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
昭
和
二

十
二
年
三
十
一
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
昭
和
二
十
四
年
三
十
二
・
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
昭
和
二
十
六

年
三
十
二
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
昭
和
二
十
八
年
三
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
十
年
間
は
、
作
付
面
積
は
横
バ
イ
で
大
き
な
変
化
は
な
い
。
昭
和
三

十
年
に
は
、
三
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、
や
や
増
加
す
る
が
、
昭
和
三
十
二

年
三
十
四
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
減
少
。
昭
和
三
十
四
年
四
十

二
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
再
び
増
加
す
る
が
、

昭
和
三
十
六
年
二
十
五
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
減
少
し
て
い
る
。

次
に
、
馬
鈴
薯
の
作
付
面
積
の
推
移
に
つ
い
て
、

年
ご
と
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

昭
和
十
六
年
に
四
十
四
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
っ
た
作
付
面
積
は
、
昭
和
十
八
年
四
十
七
・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
昭
和
二
十
年
五
十
八
・
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五
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
漸
増
し
、
昭
和
二
十
二
年
に
は
六
十
九
・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、
六
年
間
で
一
・
五
倍
に
作
付
面
積
が
ふ
え
て
い
る
。
馬

鈴
薯
の
作
付
面
積
が
増
加
し
た
の
に
対
し
て
、

他
の
作

物、
ソ
バ
・
小
麦
・
大
豆
・
ア
ワ
の
作
付
面
積
は
減
少
し
て
お
り
、
昭
和
二

十
二

年
に
は
、
本
村
の
普
通
畑
は
、
馬
鈴
薯
の
作
付
け
が
圧
倒
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
昭
和
二
十
四
年
に
は
五
十
二
・
五
ヘ
ク

タ
ー
ル
、

昭
和
二
十
六
年
に
は
四
十
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
昭
和
二

十
八
年
に
は
、
三
十
九
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、
六
年
間
で
半
分
近
く
に

ま
で
作
付
面
積
は
減
少
し
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
昭
和
三
十
年
に
は
、
四
十
七
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
回
復
し
、
昭
和
三
十
二
年
四
十
八
・

三
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
昭
和
三
十
四
年
五
十
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
昭
和
三
十
六
年
五
十
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
漸
増
傾
向
に
あ
る
。
他
の
作
物
と
比

較
し
て
み
て
も
、

昭
和
三
十
六
年
に
作
付
面
積
が
ふ
え
る
傾
向
に
あ
る
の
は
、

馬
鈴
薯
の
み
で
あ
る
。

最
後
に
、

鳴
沢
菜
の
作
付
面

積
に
つ
い
て
、

年
を
追
っ
て
詳
細
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

昭
和
十
六
年
に
は
、
鳴
沢
菜
の
作
付
面
積
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
昭
和
十
八
年
に
は
、
三
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
昭
和
二

十
年
に
は
、
四
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
昭
和
二
十
二
年
四
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
昭
和
二
十
四
年
五
・
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
昭
和
二
十
六
年
四
へ

ク
タ
ー

ル
、
昭
和
二
十
八
年
三
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
昭
和
三
十
年
三
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
昭
和
三
十
二

年
五
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
昭
和
三

十
四
年
三
・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
昭
和
三
十
六
年
三
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う
よ
う
に
、
年
ご
と
の
作
付
面
積
の
数
字
を
書
き
あ
げ
て
み
た

が
、
鳴
沢
菜
は
、
第
一
期
・
第
二
期
と
同
様
に
、
作
付
面
積
に
は
、
大
き
な
変
動
は
み
ら
れ
ず
、
安
定
し
た
傾
向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が

い
え
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
昭
和
十
六
年
か
ら
昭
和
三
十
六
年
ま
で
の
本
村
に
お
け
る
農
作
物
の
作
付
面
積
の
推
移
を
年
ご
と
に
追
っ
て
み
た

が
、
作
付
面
積
の
変
動
に
よ
っ
て
、
農
作
物
を
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
さ
ら
に
そ
れ
を
、
第
一
・
二
節
と
同
じ
よ
う
に
、
「
類

「型
」
化
を
し
て
み
る
。

( 1
第
三
期
の
は
じ
め
は
、
急
激
に
作
付
面
積
が
減
少
し
た
あ
と
、
作
付
面
積
に
大
き
な
変
化
は
な
く
安
定
し
、

第
三
期
の
後
半
に
な
る
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と
、
増
減
が
目
立
っ
て
く
る
作

物
。
こ
の
場
合
、
大
麦
・
小
麦
が
こ
の
型
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

②
他
の
作
物
の
作
付
面
積
が
減
少
し
て
い
る
中
で
大
幅
に
増
加
し
、

そ
の
後
、
一
時
的
に
作
付
面
積
は
減
少
す
る
が
、
再
び
、
作
付
面

積
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
作
物
。
こ
の
場
合
、
馬
鈴
薯
を
こ
の
型
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

)同
一
時
的
に
作
付
面
積
が
増
加
す
る
が
、
そ
の
後
す
ぐ
に
作
付
面
積
が
急
減
。
再
び
、

作
付
面
積
は
減
少
す
る
前
の
水
準
に
ま
で
回
復

す
る
が
、
安
定
せ
ず
、
減
少
す
る
傾
向
に
あ
る
作
物
。
こ
の
場
合
ソ
バ
・
大
豆
を
こ
の
型
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

4④
作
付
面
積
の
増
減
を
繰
り
返
す
が
、

作
付
面
積
は
漸
減
す
る
傾
向
に
あ
る
作
物
。
こ
の
場
合
、
ア
ワ
を
こ
の
型
と
み
な
す
こ
と
が
で

き
よ
う
。

⑥
作
付
面
積
が
ほ
と
ん
ど
一
定
で
、
大
き
な
変
動
が
見
ら
れ
な
い
作
物
。
こ
の
場
合
に
は
、
鳴
沢
菜
が
こ
の
型
と
み
な
す
こ
と
が
で
き

よ
う
。

昭
和
三

十
六
年
か
ら

昭
和
六
十
年

高
度
成
長
期
の
昭
和
三
十
六
年
か
ら
昭
和
六
十
年
ま
で
の
二
十
四
年
間
の
農
作
物
作
付
面
積
の
動
き
を
前
掲
第
七
図
に
よ
っ
て
み
て
い

く
と
、
ま
ず
目
に
つ
く
こ
と
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
作
付
面

積が
、
昭
和
四
十
年
か
ら
同
四
十
五
年
ま
で
の
五
年
間
で
、
約
二
倍
に
な
っ
た
と

い
う
急
激
な
増
加
と
、
そ
れ
と
は
対
照
的
に
、
第
三
期
の
終
わ
り
に
、
漸
増
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
馬
鈴
薯
の
作
付
面
積
が
、
昭
和
三
十
六

年
か
ら
同
四
十
八
年
に
か
け
て
、
約
三
分
の
一
に
減
少
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
大
豆
の
作
付
面
積
も
昭
和
三
十
六
年
か
ら
同
四
十
年
ま
で

の
四
年
間
で
約
二
分
の
一
減
少
し
て
い
る
。

個
々
の
農
作
物
の
作
付
面
積
の
変
動
を
第
7
図
に
よ
っ
て
詳
細
に
追
っ
て
い
き
た
い
。
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ま
ず
、
キ

ャ
ベ
ツ
に
つ
い
て
、
そ
の
作
付
面
積
の
変
動
を
検
討
し
て
み
た
い
。
鳴
沢
村
で
、
キ
ャ
ベ
ツ
が
つ
く
ら
れ
は
じ
め
た
の
は
、
昭

和
三
十
年
ご
ろ
で
あ
り
、
一
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
作
付
面
積
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
十
年
五
十
六
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、
約
五
十
倍
以
上

の
作
付
面
積
と
な
る
。

同
四
十
五
年
に
は
、

約
二

倍
の

百
二
十
四
ヘ
ク
タ
ー

ル、
同
四
十
八
年
百
三
十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
急
増
し
て
い

く
。
四
十
八
年
か
ら
五
十
六
年
ま
で
の
八
年
間
は
、
小
さ
な
増
減
は
あ
る
が
、

お
よ
そ
百
三
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
安
定
し
て
い
る
。
六
十
年

に
な
る
と
、
更
に
増
加
し
、
百
五
十
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
ま
で
作
付
面
積
が
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
鳴
沢
村
は
高
度
成

長
の
昭
和
四
十
年
代
に
農
業
の
中
心
が
蔬
菜
栽
培
、
と
り
わ
け
、
キ
ャ
ベ
ツ
が
村
を
代
表
す
る
農
作
物
と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

次
に
、
馬
鈴
薯
の
作
付
面
積
の
推
移
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
。
第
三
期
の
お
わ
り
、
昭
和
三
十
年
か
ら
同
三
十
六
年
に
か
け
て
、
漸

増
の
傾
向
に
あ
っ
た
馬
鈴
薯
の
作
付
面
積
は
、三

十
六
年
の
五
十
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
ピ
ー
ク
に
、
減
少
に
転
ず
る
。
昭
和
四
十
年
、
四
十
・

七
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
同
四
十
五
年
、
四
十
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
同
四
十
八
年
に
は
、
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、
半
分
に
な
っ
て
し
ま
う
。
同
四
十
八

年
か
ら
同
五
十
六
年
ま
で
の
八
年
間
は
十
五
～
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、
ほ
ぼ
安
定
し
て
い
た
が
、

同
六
十
年
に
は
、
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、
二

十
年
間
で
十
分
の
一
以
下
に
ま
で
作
付
面
積
が
減
っ
て
し
ま
う
。
第
7
図
を
み
て
も
、
キ
ャ
ベ
ツ
と
、
馬
鈴
薯
は
極
め
て
対
照
的
で
あ

る

e。

o

馬
鈴
薯
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
は
、
大
豆
に
も
い
え
よ
う
。
大
豆
の
作
付
面
積
の
推
移
を
第
七
図
を
追
い
な
が
ら
み
て
い
く
と
、
昭
和
三

十
六
年
二
十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
っ
た
作
付
面
積
は
、
同
四
十
年
に
十
三
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
半
減
し
、
同
四
十
五
年
七
ヘ
ク
タ
ー

ル

と
、
さ
ら
に
半
減
し
て
い
る
。
同
四
十
八
年
か
ら
同
五
十
六
年
ま
で
の
間
は

一
～
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
間
で
ほ
ぼ
一
定
で
あ
っ
た
が
、
同
六

十
年
に
は
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

鳴
沢
菜
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、

昭
和
三

十
六
年
か
ら
同
五
十
六
年
ま
で
の
作
付
面
積
は
、

七
～
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
間
で
、
ほ
ぼ
一
定

と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
鳴
沢
菜
に
つ
い
て
は
、
第
一
期
～
第
三
期
ま
で
同
じ
よ
う
な
傾
向
に
あ
る
が
、
第
四
期
も
こ
れ
ら
の
時
期



と
同
様
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
と
お
り
、
昭
和
三
十
六
年
か
ら
同
六
十
年
ま
で
の
農
作
物
の
作
付
面
積
の
推
移
を
第
七
図
を
も
と
に
し
て
み
て
き
た
が
、
前

述

し
た
通
り
、
こ
の
第
四
期
に
お
い
て
、
鳴
沢
村
は
蔬
菜
栽
培
の
農
業
に
完
全
に
変
貌
し
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
な
か
で
、

鳴
沢
菜

は
た
え
ず
一
定
の
作
付
面
積
を
維
持
し
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

ま
と

め

農
作
物
作
付
面
積
を
手
が
か
り
と
し
て
本
村
の
農
業
の
推
移
を
四
期
に
分
け
て
検
討
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
に
明
確
に
な
っ
た
点
を
列

記
し
て
、

ま
と
め
に
か
え
た
い
。

)( 1
四
期
を
通
し
て
、
作
付
面
積
の
「
類
型
」
が
同
一
な
の
は
、

鳴
沢
菜
で
あ
る
こ
と
。

( ⑥
第
一
期
で
は
圧
倒
的
な
作
付
面
積
で
あ
っ
た
ア
ワ
が
、
増
減
を
繰
り
返
す
が
、
結
果
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
作
付
け
が
な
さ
れ
な
い
程
0 0

度
ま
で
減
少
し
て
し
ま
う
こ
と
。

③
ア
ワ
に
か
わ
っ
て
、

馬
鈴
薯
の
生
産
が
伸
び
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
。

)4④
バ
が
、
第
一
期
と
第
三
期
と
で
作
付
面
積
の
増
減
の
変
動
が
大
き
い
こ
と
。

)5
第
二
期
の
前
半
に
は
、
ど
の
作
物
も
作
付
面
積
に
大
き
な
変
動
が
な
く
、
こ
れ
に
は
、

養
蚕
業
の
伸
長
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

)5⑥
第
四
期
に
な
る
と
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
作
付
面
積
が
他
の
農
作
物
の
作
付
を
圧
倒
し
、
鳴
沢
村
は
蔬
菜
栽
培
の
農
業
へ
と
大
き
く
転
換
し

て
い
る
。

結
論
と
し
て
、
本
村
農
業
は
雑
穀
生
産
を
中
心
と
す
る
農
業
か
ら
、
蔬
菜
栽
培
を
中
心
と
し
た
も
の
へ
と
か
わ
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と

が
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

(
鈴
木

利
秋
)
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